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(57)【要約】
【課題】イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）の
ような表示不良を防止して向上された表示特性を有する
湾曲液晶表示パネルを提供する。
【解決手段】湾曲液晶表示パネルは、上部基板、下部基
板、液晶層、及びヒーティングラインを含む。上部基板
は、湾曲形状を有する。下部基板は、湾曲形状を有する
。液晶層は、上部基板と下部基板との間に配置される。
ヒーティングラインは、上部基板及び前記下部基板のう
ちのいずれか一つに形成される。これによって、湾曲液
晶表示パネルに液晶層の温度上昇を誘導するヒーティン
グラインを形成することによって、液晶層の屈折率差を
減少させてイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）
のような表示不良を防いで表示特性を向上させることが
できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湾曲形状を有する上部基板と、
　湾曲形状を有する下部基板と、
　前記上部基板と前記下部基板との間に配置された液晶層と、
　前記上部基板及び前記下部基板のうちのいずれか一つに形成されたヒーティングライン
と、を含む湾曲液晶表示パネル。
【請求項２】
　前記下部基板は、画素電極と、前記画素電極にデータ信号を提供するデータラインと、
をさらに含み、
　前記ヒーティングラインの抵抗値は、前記データラインの抵抗値より大きいことを特徴
とする請求項１に記載の湾曲液晶表示パネル。
【請求項３】
　前記ヒーティングラインは、前記データラインに平行となることを特徴とする請求項２
に記載の湾曲液晶表示パネル。
【請求項４】
　前記下部基板は、画素電極と、前記画素電極に電気的に接続されたスイッチング素子と
、前記スイッチング素子の入力端に接続されたデータラインと、前記スイッチング素子の
制御端に接続されたゲートラインと、をさらに含み、
　前記ヒーティングラインは、前記ゲートラインと平行となることを特徴とする請求項１
に記載の湾曲液晶表示パネル。
【請求項５】
　前記下部基板は、画素電極と、前記画素電極に電気的に接続されたスイッチング素子と
、前記スイッチング素子の入力端に接続されたデータラインと、前記スイッチング素子の
制御端に接続されたゲートラインと、をさらに含み、
　前記ヒーティングラインは、前記データラインと平行となる垂直ヒーティングラインと
、前記ゲートラインと平行となる水平ヒーティングラインと、を含むことを特徴とする請
求項１に記載の湾曲液晶表示パネル。
【請求項６】
　前記湾曲液晶表示パネルを平面上から観察する時、前記ヒーティングラインは、前記画
素電極の一部と重畳されていることを特徴とする請求項２から５のいずれかに記載の湾曲
液晶表示パネル。
【請求項７】
　前記湾曲液晶表示パネルを平面上から観察する時、前記ヒーティングラインは、前記画
素電極と重畳されていない領域に形成されることを特徴とする請求項２から５のいずれか
に記載の湾曲液晶表示パネル。
【請求項８】
　前記ヒーティングラインは、前記下部基板に均一に形成されることを特徴とする請求項
１から７のいずれかに記載の湾曲液晶表示パネル。
【請求項９】
　前記ヒーティングラインは、前記下部基板に部分的に形成されることを特徴とする請求
項１から７のいずれかに記載の湾曲液晶表示パネル。
【請求項１０】
　前記上部基板と前記下部基板とが結合されて湾曲される時、座屈（Ｂｕｃｋｌｉｎｇ）
現象が発生する領域に対応するように前記ヒーティングラインは形成されることを特徴と
する請求項９に記載の湾曲液晶表示パネル。
【請求項１１】
　前記上部基板は、ブラックマトリックス層を含み、
　前記ヒーティングラインは、前記ブラックマトリックス層と重畳するように前記上部基
板に形成されることを特徴とする請求項１に記載の湾曲液晶表示パネル。
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【請求項１２】
　前記ヒーティングラインは、前記液晶層の温度上昇を誘導して前記液晶層の屈折率差を
減少させることを特徴とする請求項１から１１のいずれかに記載の湾曲液晶表示パネル。
【請求項１３】
　前記ヒーティングラインは、前記液晶層に熱を提供して前記液晶層の温度上昇を誘導す
ることを特徴とする請求項１から１２のいずれかに記載の液晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、湾曲液晶表示パネルに関し、より詳細には表示特性が向上された湾曲液晶表
示パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来、液晶表示装置は、テレビ受信器の表示装置として使われることによって、液晶表
示装置の画面の大型化が加速されている。しかし、画面の大型化に従って、視聴者が画面
の中央部を見る場合と画面の左右両端を見る場合において、視角差が大きくなるという問
題が生じる。本明細書においては、視角という用語を、画面の中央に向かう観察者の視線
と実際に観察している画面の位置に向かう観察者の視線とがなす角度と定義し、画面の左
右端に向かう視線と画面の中央に向かう視線とのなす角度を視角差と定義して使う。
【０００３】
　また、大型の液晶表示装置の画面が有する問題点として、画面のグレアオフ（ｇｌａｒ
ｅ　ｏｆｆ）が増加することが挙げられる。このような視覚差による問題点は、画面を凹
型に湾曲させることによって改善される。
【０００４】
　しかし、画面を凹型で湾曲させると、湾曲された表面のストレス（以下、湾曲ストレス
）によってイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良が発生する。
【０００５】
上述したイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のような欠陥は、画像に黄色成分が
含まれて表示される表示不良である。上述したイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ
）のような欠陥は、例えば、レッドＲ、グリーンＧ、及びブルーＢのような３つのカラー
によって画像が表示される時、Ｂ色画素の透過率が低くなることによって発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許７，６６７，７８６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は
、イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良を防止して、表示特性を
向上した湾曲液晶表示パネルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記本発明の目的を達成するために一実施形態に係る湾曲液晶表示パネルは、上部基板
、下部基板、液晶層、及びヒーティングライン（ｈｅａｔｉｎｇ　ｌｉｎｅ）を含む。上
部基板は湾曲形状を有する。下部基板は湾曲形状を有する。液晶層は、上部基板と下部基
板との間に配置される。ヒーティングラインは、上部基板及び下部基板のうちいずれかに
形成される。
【０００９】
　一実施形態において、ヒーティングラインは、下部基板に均一に形成されてもよい。
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【００１０】
　一実施形態において、ヒーティングラインは、下部基板に部分的に形成されてもよい。
【００１１】
　一実施形態において、上部基板と下部基板とが結合されて湾曲される時、座屈（Ｂｕｃ
ｋｌｉｎｇ）現象が発生する領域に対応するようにヒーティングラインが形成されてもよ
い。
【００１２】
　一実施形態において、下部基板は、画素電極と、画素電極にデータ信号を提供するデー
タラインとをさらに含み、ヒーティングラインの抵抗値はデータラインの抵抗値より大き
くてもよい。
【００１３】
　一実施形態において、下部基板は、画素電極と、画素電極にデータ信号を提供するデー
タラインとをさらに含み、ヒーティングラインはデータラインと平行となってもよい。
【００１４】
　一実施形態において、下部基板は、画素電極と、画素電極に電気的に接続されたスイッ
チング素子と、スイッチング素子の入力端に接続されたデータラインと、スイッチング素
子の制御端に接続されたゲートラインとをさらに含み、湾曲液晶表示パネルを平面上から
観察する時、ヒーティングラインは、画素電極と重畳されていない領域に形成されてもよ
い。
【００１５】
　一実施形態において、下部基板は、画素電極と、画素電極に電気的に接続されたスイッ
チング素子と、スイッチング素子の入力端に接続されたデータラインと、スイッチング素
子の制御端に接続されたゲートラインとをさらに含み、湾曲液晶表示パネルを平面上から
観察する時、ヒーティングラインは、画素電極の一部と重畳されてもよい。
【００１６】
　一実施形態において、下部基板は、画素電極と、画素電極に電気的に接続されたスイッ
チング素子と、スイッチング素子の入力端に接続されたデータラインと、スイッチング素
子の制御端に接続されたゲートラインとをさらに含み、ヒーティングラインは、ゲートラ
インと平行となってもよい。
【００１７】
　一実施形態において、下部基板は、画素電極と、画素電極に電気的に接続されたスイッ
チング素子と、スイッチング素子の入力端に接続されたデータラインと、スイッチング素
子の制御端に接続されたゲートラインとをさらに含み、ヒーティングラインは、データラ
インと平行となる垂直ヒーティングライン及びゲートラインと平行となる水平ヒーティン
グラインを含んでもよい。
【００１８】
　一実施形態において、下部基板は、画素電極と、画素電極に電気的に接続されたスイッ
チング素子と、スイッチング素子の入力端に接続されたデータラインと、スイッチング素
子の制御端に接続されたゲートラインとをさらに含み、ヒーティングラインは、データラ
インと平行となる垂直ヒーティングライン及びゲートラインと平行となる水平ヒーティン
グラインを含み、垂直及び水平ヒーティングラインは、画素電極の一部と重畳されてもよ
い。
【００１９】
　一実施形態において、上部基板は、ブラックマトリックス層を含んでもよく、ヒーティ
ングラインはブラックマトリックス層と重畳するように上部基板に形成されてもよい。
【００２０】
　一実施形態において、ヒーティングラインは、液晶層の温度上昇を誘導して液晶層の屈
折率差を減少させてもよい。
【００２１】
　一実施形態において、ヒーティングラインは、液晶層に熱を提供して液晶層の温度上昇
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を誘導させてもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　このような湾曲液晶表示パネルによると、湾曲液晶表示パネルに液晶層の温度上昇を誘
導するヒーティングラインを形成することによって、液晶層の屈折率差を減少させること
によってイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良を防止して、表示
特性を向上させることができる。また、液晶層の温度を増加させることによって液晶の応
答速度を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明に係る湾曲液晶表示装置を説明するためのブロック図である。
【図２】フラット状の液晶表示パネルを説明するための断面図である。
【図３】湾曲液晶表示パネルを説明するための断面図である。
【図４】曲げ適用前と適用後に対応してイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）の視
認有無を説明するための図面である。
【図５】図４の湾曲液晶表示装置において温度可変にともなうイエローウィッシュ（ｙｅ
ｌｌｏｗｉｓｈ）がどの程度視認されるかを説明するためのテーブルである。
【図６】温度上昇のための熱源の配置にともなう液晶の応答速度測定結果を説明するため
のテーブルである。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る湾曲液晶表示装置を概略的に説明するための平面
図である。
【図８】図７に示した単位画素を説明するための平面図である。
【図９】図８の単位画素をＩ－Ｉ’に沿って切断した断面図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る湾曲液晶表示装置を概略的に説明するための平
面図である。
【図１１】図１０に示した単位画素を説明するための平面図である。
【図１２】図１１の単位画素をＩＩ－ＩＩ’に沿って切断した断面図である。
【図１３】本発明の第３の実施形態に係る湾曲液晶表示装置を概略的に説明するための平
面図である。
【図１４】図１３に示した単位画素を説明するための平面図である。
【図１５】図１４の単位画素をＩＩＩ－ＩＩＩ’に沿って切断した断面図である。
【図１６】本発明の第４の実施形態に係る湾曲液晶表示装置を概略的に説明するための平
面図である。
【図１７】図１６に示した単位画素を説明するための平面図である。
【図１８】図１７の単位画素をＩＶ－ＩＶ’に沿って切断した断面図である。
【図１９】本発明の第５の実施形態に係る湾曲液晶表示装置を概略的に説明するための平
面図である。
【図２０】図１９に示した単位画素を説明するための平面図である。
【図２１】図２０の単位画素をＶ－Ｖ’に沿って切断した断面図である。
【図２２】本発明の第６の実施形態に係る湾曲液晶表示装置を概略的に説明するための平
面図である。
【図２３】図２２に示した単位画素を説明するための平面図である。
【図２４】図２３の単位画素をＶＩ－ＶＩ’に沿って切断した断面図である。
【図２５】本発明の第７の実施形態に係る湾曲液晶表示装置を概略的に説明するための平
面図である。
【図２６】図２５に示した単位画素を説明するための平面図である。
【図２７】図２６の単位画素をＶＩＩ－ＶＩＩ’に沿って切断した断面図である。
【図２８】本発明の第８の実施形態に係る湾曲液晶表示パネルの単位画素を説明するため
の平面図である。
【図２９】図２８の単位画素をＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ’に沿って切断した断面図である。
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【図３０】本発明の第９の実施形態に係る湾曲液晶表示装置を概略的に説明するための背
面斜視図である。
【図３１】本発明の第１０の実施形態に係る湾曲液晶表示装置を概略的に説明するための
背面斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、添付した図面を参照して、本発明に係る湾曲液晶表示パネル及びそれを有する湾
曲表示装置をより詳細に説明する。
　図１は、本発明に係る湾曲液晶表示装置を説明するためのブロック図である。図１を参
照すると、本発明に係る湾曲液晶表示装置は、タイミング制御部１０、データ駆動部２０
、ゲート駆動部３０、熱源供給部４０、及び湾曲液晶表示パネル５０を含む。
【００２５】
　タイミング制御部１０は、湾曲液晶表示パネル５０上に画像を表示するための画像信号
とデータ駆動部２０の駆動のための第１制御信号とをデータ駆動部２０に提供する。そし
て、タイミング制御部１０は、前記ゲート駆動部３０の駆動のための第２制御信号を前記
ゲート駆動部３０に提供し、前記熱源供給部４０の駆動のための第３制御信号を前記熱源
供給部４０に提供する。
【００２６】
　データ駆動部２０は、画像表示のために、湾曲液晶表示パネル５０に備わるデータライ
ンＤＬにデータ信号を出力する。
【００２７】
　ゲート駆動部３０は、湾曲液晶表示パネル５０に備わるゲートラインＧＬにゲート信号
を出力する。
【００２８】
　熱源供給部４０は、湾曲液晶表示パネル５０に形成されたヒーティングラインから熱が
発生するようにヒーティングラインに電源を供給する。熱源供給部４０は、ヒーティング
ラインに同じ電源を供給してもよく、それぞれ違う電源を供給してもよい。
【００２９】
　湾曲液晶表示パネル５０は、湾曲形状を有する上部基板（図示せず）と、湾曲形状を有
する下部基板（図示せず）と、上部基板と下部基板との間に挿入される液晶層（図示せず
）とを含む。下部基板は、液晶層の屈折率差を減少させるために、液晶層の温度上昇を誘
導するヒーティングラインＨＬを含む。そこで、屈折率差は液晶分子の水平屈折率と垂直
屈折率間の差を意味する。
【００３０】
　例えば、湾曲液晶表示パネル５０は、データラインＤＬ、ゲートラインＧＬ、スイッチ
ング素子ＳＷ、液晶キャパシタＣＬＣ、ストレージキャパシタＣＳＴ、及びヒーティング
ラインＨＬを含む。ヒーティングラインＨＬは、上部基板に形成されてもよく、下部基板
に形成されてもよい。
【００３１】
　また、ヒーティングラインＨＬは、湾曲液晶表示パネルに均一に形成されてもよく、部
分的に形成されてもよい。例えば、ヒーティングラインＨＬが湾曲液晶表示パネルに部分
的に形成される場合、上部基板と下部基板とが一体となって湾曲される時、座屈（Ｂｕｃ
ｋｌｉｎｇ）現象が発生する領域に対応するように形成されてもよい。ヒーティングライ
ンＨＬは、他のライン、例えば、データラインＤＬやゲートラインＧＬの抵抗値より大き
い抵抗値を有してもよい。
【００３２】
　本実施形態において、ヒーティングラインＨＬは、データラインＤＬと平行となるよう
に形成される。ヒーティングラインＨＬはデータラインＤＬと一定間隔だけ離れている。
【００３３】
　図２は、フラット状の液晶表示装置を説明するための断面図であり、図３は、湾曲液晶
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表示装置を説明するための断面図である。一例として、湾曲された下部基板と湾曲された
上部基板は、互いに結合して湾曲液晶表示装置を形成してもよい。あるいは、他の例とし
て、フラット状の下部基板とフラット状の上部基板は互いに結合した後、モールドフレー
ムのような収納容器に挿入されて湾曲液晶表示装置を形成してもよい。
【００３４】
　図２を参照すると、フラット状の液晶表示パネルは、下部基板（または、アレイ基板）
、上部基板（または、カラーフィルタ基板）、下部基板と上部基板との間に配置された液
晶層、下部基板と上部基板を密封するシーラントを含む。下部基板と上部基板との間の間
隔は、液晶層のセルギャップを意味する。
【００３５】
　図３を参照すると、フラット状の液晶表示パネルを曲げて湾曲液晶表示パネルを製造で
きる。この時、上部基板には、圧縮（ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ）が発生してもよく、下部
基板には膨張（ｅｘｐａｎｓｉｏｎ）が発生してもよい。これによって、液晶層のセルギ
ャップは、特定部位で増加する。特定部位で液晶層のセルギャップが増加すると、他の部
位に比べてＢ色画素の透過率が落ちてイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）が視認
される。
【００３６】
　図４は、曲げ適用前と適用後に対応してイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）の
視認有無を説明するための図面である。図４において、「Ｘ色座標」（図４で「ｘ」）と
いう用語は、ＣＩＥ１９３１色座標系（ＣＩＥ１９３１　ｃｈｒｏｍａｔｉｃｉｔｙ　ｄ
ｉａｇｒａｍ）でホワイトＸ値を称する。また、「Ｙ色座標」（図４で「ｙ」）という用
語は、ＣＩＥ１９３１色座標系（ＣＩＥ１９３１　ｃｈｒｏｍａｔｉｃｉｔｙ　ｄｉａｇ
ｒａｍ）でホワイトＹ値を称する。
【００３７】
　図４を参照すると、曲率適用前のフラット状の液晶表示装置で、左側部に対応するＸ色
座標、Ｙ色座標、及び輝度（図４で「Ｌ」）のそれぞれは、０.２７９２、０.３００８、
及び３５４.１ｃｄ／ｍ２と観測された。中央部に対応するＸ色座標、Ｙ色座標、及び輝
度のそれぞれは０.２７５８、０.２９８２及び４２２.３ｃｄ／ ｍ２と観測された。右側
部に対応するＸ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは０.２７５７、０.２９８９、及
び４９６.５ｃｄ／ｍ２と観測された。左側部から中央部を引くと、Ｘ色座標差、Ｙ色座
標差、及び輝度差のそれぞれは、０.００３４、０.００２６、及び－６８.２と求められ
る。また、右側部から中央部を引くと、Ｘ色座標差、Ｙ色座標差、及び輝度差のそれぞれ
は、０.０００１、０.０００７、及び７４.２と求められる。
【００３８】
　一方、曲げ適用後、４０００ｍｍの曲率半径を有する湾曲液晶表示装置において、左側
部に対応するＸ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２８６７、０.３０９７、
及び３０９ｃｄ／ｍ２と観測された。中央部に対応するＸ色座標、Ｙ色座標、及び輝度の
それぞれは、０.２７５４、０.２９８８、及び４２７ｃｄ／ｍ２と観測された。右側部に
対応するＸ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２７９３、０.３０２７、及び
４５５ｃｄ／ｍ２と観測された。左側部から中央部を引くと、Ｘ色座標差、Ｙ色座標差、
及び輝度差のそれぞれは、０.０１１３、０.０１０９、及び－１１８と求められる。また
、右側部から中央部を引くと、Ｘ色座標差、Ｙ色座標差、及び輝度差のそれぞれは、０.
００３９、０.００３９、及び２８と求められる。
【００３９】
　このように、液晶表示装置に曲げを適用すると、Ｘ色座標及びＹ色座標の増加を確認で
きる。Ｘ色座標及びＹ色座標の増加は、ＣＩＥ１９３１色座標系上で標準白色がレッド領
域及びグリーン領域側へ移動することを意味する。標準白色がレッド領域及びグリーン領
域側へ移動するのは、ブルー色画素の透過率が減少することを意味する。
【００４０】
　即ち、曲げ適用前に対応するフラット状の液晶表示装置では、イエローウィッシュ（ｙ
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ｅｌｌｏｗｉｓｈ）が視認されなかった。しかし、フラット状の液晶表示装置に曲げが適
用されると、湾曲液晶表示装置においてイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）が強
く視認されることが確認できる。
【００４１】
　一般的に液晶層の位相差は、Δｎｄと定義される（ここで、Δｎは水平屈折率と垂直屈
折率間の差であり、ｄは液晶層のセルギャップである）。液晶層のセルギャップｄが増加
すると、Ｂ色画素の透過率が減少してイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）現象が
発生する。しかし、このようなイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）現象は、液晶
層の温度を増加させることによって、防止できる。
【００４２】
　図５は、図４の湾曲液晶表示装置において温度可変にともなうイエローウィッシュ（ｙ
ｅｌｌｏｗｉｓｈ）がどの程度視認されるかを説明するためのテーブルである。
【００４３】
　図５を参照すると、液晶セルの温度が２９℃の時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそ
れぞれは、０.２７７、０.２９７５、及び２７１.０ｃｄ／ｍ２と観測された。液晶セル
の温度が３０℃の時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２７６８、０.２
９７３、及び２７０.６ｃｄ／ｍ２と観測された。液晶セルの温度が３１℃の時、Ｘ色座
標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２７６６、０.２９７、及び２７０.１ｃｄ／
ｍ２と観測された。液晶セルの温度が３２℃の時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれ
ぞれは、０.２７６３、０.２９６６、及び２６９.８ｃｄ／ｍ２と観測された。このよう
に、液晶セルの温度が２９℃～３２℃で、中間レベルのイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏ
ｗｉｓｈ）が視認された。
【００４４】
　液晶セルの温度が３３℃の時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２７
６１、０.２９６３及び２６９.５ｃｄ／ｍ２と観測された。液晶セルの温度が３４℃の時
、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２７５８、０.２９５９及び２６９.
０ｃｄ／ｍ２と観測された。液晶セルの温度が３５℃の時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝
度のそれぞれは、０.２７５６、０.２９５６、及び２６８.７ｃｄ／ｍ２と観測された。
このように、液晶セルの温度が３３℃～３５℃で弱いレベルのイエローウィッシュ（ｙｅ
ｌｌｏｗｉｓｈ）が視認された。
【００４５】
　液晶セルの温度が３６℃の時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２７
５４、０.２９５３、及び２６８.４ｃｄ／ｍ２と観測された。液晶セルの温度が３７℃の
時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２７５１、０.２９４９、及び２６
８.０ｃｄ／ｍ２と観測された。液晶セルの温度が３８℃の時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及
び輝度のそれぞれは、０.２７４９、０.２９４６、及び２６７.８ｃｄ／ｍ２と観測され
た。このように、液晶セルの温度が３６℃～３８℃で非常に弱いレベルのイエローウィッ
シュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）で視認された。
【００４６】
　液晶セルの温度が３９℃の時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２７
４５、０.２９４２、及び２６７.４ｃｄ／ｍ２と観測された。液晶セルの温度が４０℃の
時、Ｘ色座標、Ｙ色座標、及び輝度のそれぞれは、０.２７４３、０.２９３８、及び２６
６.９ｃｄ／ｍ２と観測された。このように、液晶セルの温度が３９℃～４０℃でイエロ
ーウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）は視認されなかった。
【００４７】
　このように、液晶表示装置の液晶セルの温度が増加すると、Ｘ色座標及びＹ色座標が減
少することを確認できる。Ｘ色座標及びＹ色座標の減少は、ＣＩＥ１９３１色座標系上で
標準白色がブルー領域側へ移動することを意味する。標準白色がブルー領域へ移動するの
はブルー色画素の透過率が増加することを意味する。従って、液晶セルの温度が増加する
と、ブルー色画素の透過率が増加してイエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）現象が
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防止されることを確認できる。
【００４８】
　以上、液晶セルの温度を増加させることによって、イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗ
ｉｓｈ）現象を防止できることを説明した。さらに、液晶セルの温度を増加させると、液
晶の応答速度も高めることができる。
【００４９】
　図６は、温度上昇のための熱源の配置にともなう液晶の応答速度測定結果を説明するた
めのテーブルである。特に、バックライトユニットの短辺のうち、右側短辺に熱源を配置
して温度変化にともなう応答速度を示す。ここで、ライジング（Ｒｉｓｉｎｇ）タイムは
、最も低い階調から最も高い階調に変化する時の液晶の応答特性を意味する。フォーリン
グ（Ｆａｌｌｉｎｇ）タイムは、最も高い階調から最も低い階調に変化する時の液晶の応
答特性を意味する。階調対階調（Ｇ－ｔｏ－Ｇ）タイムは、最も低い階調と最も高い階調
を除いた残り階調間の平均応答特性を意味する。
【００５０】
　図６を参照すると、バックライトユニットの右側部位に熱源が配置されるので、バック
ライトユニットの右側部位に対応する液晶セルの表面温度は、３４.９℃と測定された。
バックライトユニットの中央部位に対応する液晶セルの表面温度は、３１.１℃と測定さ
れた。バックライトユニットの左側部位に対応する液晶セルの表面温度は、３０.４℃と
測定された。
【００５１】
　バックライトユニットの右側部位に対応するライジングタイムは１０.４１ｍｓｅｃで
あり、バックライトユニットの中央部位に対応するライジングタイムは１１.５０ｍｓｅ
ｃであり、バックライトユニットの左側部位に対応するライジングタイムは１２.３７ｍ
ｓｅｃである。従って、熱源が配置されて液晶セルの温度が増加すると、液晶層のライジ
ングタイムが速くなることを確認できる。
【００５２】
　一方、バックライトユニットの右側部位に対応するフォーリングタイムは４.６３ｍｓ
ｅｃであり、バックライトユニットの中央部位に対応するフォーリングタイムは４.８１
ｍｓｅｃであり、バックライトユニットの左側部位に対応するフォーリングタイムは５.
２３ｍｓｅｃである。従って、熱源が配置されて液晶セルの温度が増加すると、液晶層の
フォーリングタイムが速くなることを確認できる。
【００５３】
　一方、バックライトユニットの右側部位に対応する階調対階調の平均タイムは６.５２
ｍｓｅｃであり、バックライトユニットの中央部位に対応する階調対階調平均タイムは７
.１７ｍｓｅｃであり、バックライトユニットの左側部位に対応する階調対階調平均タイ
ムは８.５６ｍｓｅｃである。従って、熱源が配置されて液晶セルの温度が増加すると、
液晶層の階調対階調平均タイムが速くなることを確認できる。
【００５４】
　即ち、バックライトユニットに熱源が配置された時、熱源の位置によって応答速度の差
が発生したことを確認できる。
【００５５】
　従って、熱源が配置された領域の応答速度は、熱源が配置されない領域の応答速度より
速いことを確認できる。
【００５６】
　図７は、本発明の第１の実施形態に係る湾曲液晶表示装置１００を概略的に説明するた
めの平面図である。図８は、図７に示した単位画素を説明するための平面図である。図９
は、図８の単位画素をＩ－Ｉ’に沿って切断した断面図である。特に、ヒーティングライ
ンがデータラインと平行となるように形成される例を示す。
【００５７】
　図７を参照すると、本発明の第１の実施形態に係る湾曲液晶表示装置１００は、湾曲液
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晶表示パネル１１０、データ駆動部１２０、ゲート駆動部１３０、及び熱源供給部１４０
を含む。本実施形態において、湾曲された下部基板と湾曲された上部基板とを、互いに結
合することによって、湾曲液晶表示装置が形成される。一方、フラット状の下部基板とフ
ラット状の上部基板とを互いに結合させた後、モールドフレームのような収納容器に挿入
されて、湾曲液晶表示装置が形成されてもよい。
【００５８】
　湾曲液晶表示パネル１１０は、複数の単位画素、そして単位画素に隣接するように形成
されたヒーティングラインＨＬを含む。図７において、４５度右上がりハッチングの単位
画素はレッドカラーを示し、４５度左上がりハッチングの単位画素はグリーンカラーを示
し、水平ハッチングの単位画素はブルーカラーを示す。
【００５９】
　ヒーティングラインＨＬは、Ｙ軸方向に延びてＸ軸方向に配列される。本実施形態にお
いては、ヒーティングラインＨＬは湾曲液晶表示パネル１１０に均一間隔で形成される場
合を示しているが、部分的に形成されてもよい。即ち、湾曲液晶表示パネル１１０は、上
部基板と下部基板とが結合されて湾曲される時、座屈（Ｂｕｃｋｌｉｎｇ）現象が発生す
る領域に対応するようにヒーティングラインＨＬは形成されてもよい。この時、ヒーティ
ングラインＨＬは下部基板に形成されてもよい。
【００６０】
　データ駆動部１２０は、画像表示のために湾曲液晶表示パネル１１０の単位画素にデー
タ信号を出力する。
【００６１】
　ゲート駆動部１３０は、湾曲液晶表示パネル１１０の単位画素に備わるスイッチング素
子をアクティブさせるゲート信号を出力する。
【００６２】
　熱源供給部１４０は、湾曲液晶表示パネル１１０に形成されたヒーティングラインＨＬ
から熱が発生するようにヒーティングラインＨＬに電源を供給する。
【００６３】
　図８及び図９を参照すると、湾曲液晶表示パネル１１０の下部基板は、複数のゲートラ
インＧＬ、ゲートラインＧＬと交差する複数のデータラインＤＬ、ゲートラインＧＬ及び
データラインＤＬに接続された複数のスイッチング素子ＳＷ、スイッチング素子ＳＷのそ
れぞれに接続された複数の画素電極ＰＥ、データラインＤＬと平行となるように形成され
た複数のヒーティングラインＨＬを含む。ヒーティングラインＨＬはデータラインＤＬと
一定間隔だけ離される。
【００６４】
　ゲートラインＧＬは、Ｘ軸方向に延びてＹ軸方向に配列される。ゲートラインＧＬは、
ゲート駆動部１３０から出力されるゲート信号をスイッチング素子ＳＷに提供してスイッ
チング素子ＳＷをターンオンさせる。ゲートラインＧＬは、アルミニウム（Ａｌ）、モリ
ブデン（Ｍｏ）、クロム（Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）、タングステン（
Ｗ）、銅（Ｃｕ）、銀（Ａｇ）などから形成されてもよい。
【００６５】
　データラインＤＬは、Ｙ軸方向に延びてＸ軸方向に配列される。データラインＤＬはデ
ータ駆動部１２０で出力されるデータ信号をスイッチング素子ＳＷに提供する。この時、
スイッチング素子ＳＷがターンオンされているなら、データ信号は画素電極ＰＥに伝達さ
れる。データラインＤＬはアルミニウム（Ａｌ）、モリブデン（Ｍｏ）、クロム（Ｃｒ）
、タンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）、タングステン（Ｗ）、銅（Ｃｕ）、銀（Ａｇ）な
どから形成されてもよい。
【００６６】
　スイッチング素子ＳＷは、制御端（以下、ゲート電極）ＧＥ、活性層ＡＰ、入力端（以
下、ソース電極）ＳＥ、及び出力端（以下、ドレイン電極）ＤＥを含み、ゲートラインＧ
Ｌ及びデータラインＤＬに接続される。本実施形態において、スイッチＳＷは薄膜トラン
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ジスタＴＦＴであってもよい。本実施形態においては、スイッチＳＷは、ゲート電極がソ
ース電極及びドレイン電極より下に配置されたボトムゲート構造を有する薄膜トランジス
タを図示しているが、これに限定されるのではない。例えば、スイッチＳＷは、ゲート電
極がソース電極及びドレイン電極より上に配置されたトップゲート構造を有する薄膜トラ
ンジスタによって具現されてもよい。
【００６７】
　ゲート電極ＧＥは、金属やドーピングされたポリシリコンを蒸着した後、マスクを利用
した写真及びエッチング工程でパターニングして形成されてもよい。
【００６８】
　活性層ＡＰは、アモルファスシリコンまたはポリシリコンから形成されてもよい。アモ
ルファスシリコンは、蒸着後レーザーなどで結晶化され、ポリシリコンから形成される。
【００６９】
　ゲート電極ＧＥ及びゲートラインＧＬ上には、ゲート絶縁層ＧＩＬが形成される。ゲー
ト絶縁層はシリコン酸化膜（ＳｉＯ２）、シリコン窒化膜（ＳｉＮ）、または、これらの
積層構造によって形成されてもよい。
【００７０】
　画素電極ＰＥは、アクリル、ポリイミドなどの有機物から構成された有機膜ＯＬに形成
されたコンタクトホールＣＮＴを介してスイッチング素子ＳＷのドレイン電極ＤＥに電気
的に接続され、スイッチング素子ＳＷで提供されるデータ信号を受信する。画素電極ＰＥ
は、ＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　
ｏｘｉｄｅ）などのように透明な導電物を蒸着した後、マスクを利用した写真及びエッチ
ング工程でパターニングされて形成されてもよい。
【００７１】
　ヒーティングラインＨＬは、データラインＤＬと平行となるように形成される。ヒーテ
ィングラインＨＬは、熱源供給部１４０からの電源の提供によって熱を発生する。本実施
形態において、ヒーティングラインＨＬは、データラインＤＬを形成する時、同時に形成
されてもよい。即ち、ヒーティングラインＨＬとデータラインＤＬは同じ金属パターンか
ら形成される。
【００７２】
　以上、説明したように、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導するヒーティン
グラインを、座屈現象が発生する領域に対応するようにデータラインと平行となるように
形成することによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温度を上昇させて液
晶層の屈折率差を減少させる。これに伴い、座屈現象によって液晶層のセルギャップが増
加しても液晶層の屈折率差が減少するので、 イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ
）のような表示不良を防止して表示特性を向上させることができる。
【００７３】
　図１０は、本発明の第２の実施形態に係る湾曲液晶表示装置２００を概略的に説明する
ための平面図である。図１１は、図１０に示した単位画素を説明するための平面図である
。図１２は、図１１の単位画素をＩＩ－ＩＩ’に沿って切断した断面図である。特に、ヒ
ーティングラインがゲートラインと平行となるように形成される例を図示する。
【００７４】
　図１０を参照すると、本発明の第２の実施形態に係る湾曲液晶表示装置２００は、湾曲
液晶表示パネル２１０、データ駆動部２２０、ゲート駆動部２３０、及び熱源供給部２４
０を含む。
【００７５】
　湾曲液晶表示パネル２１０は、複数の単位画素、そして単位画素に隣接するように形成
されたヒーティングラインＨＬを含む。図１０において、４５度右上がりハッチングの単
位画素はレッドカラーを示し、４５度左上がりハッチングの単位画素はグリーンカラーを
示し、水平ハッチングの単位画素はブルーカラーを示す。
【００７６】
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　ヒーティングラインＨＬは、Ｘ軸方向に延びてＹ軸方向に配列される。本実施形態にお
いて、ヒーティングラインＨＬは、湾曲液晶表示パネル２１０に均一間隔で形成される場
合を示しているが、部分的に形成されてもよい。即ち、湾曲液晶表示パネル２１０は、上
部基板と下部基板とが結合されて湾曲される時、座屈（Ｂｕｃｋｌｉｎｇ）現象が発生す
る領域に対応するようにヒーティングラインＨＬは形成されてもよい。この時、ヒーティ
ングラインＨＬは下部基板に形成されてもよい。
【００７７】
　データ駆動部２２０は、画像表示のために湾曲液晶表示パネル２１０の単位画素にデー
タ信号を出力する。
【００７８】
　ゲート駆動部２３０は、湾曲液晶表示パネル２１０の単位画素に備わるスイッチング素
子をアクティブさせるゲート信号を出力する。
【００７９】
　熱源供給部２４０は、湾曲液晶表示パネル２１０に形成されたヒーティングラインＨＬ
から熱が発生するようにヒーティングラインＨＬに電源を供給する。
【００８０】
　図１１及び図１２を参照すると、湾曲液晶表示パネル２１０の下部基板は、複数のゲー
トラインＧＬ、ゲートラインＧＬと交差する複数のデータラインＤＬ、ゲートラインＧＬ
及びデータラインＤＬに接続された複数のスイッチング素子ＳＷ、スイッチング素子ＳＷ
に接続された画素電極ＰＥ、ゲートラインＧＬと平行となるように形成された複数のヒー
ティングラインＨＬを含む。ヒーティングラインＨＬは、ゲートラインＧＬと一定間隔だ
け離される。
【００８１】
　ゲートラインＧＬ、データラインＤＬ、スイッチング素子ＳＷ及び画素電極ＰＥは、図
８及び図９で説明したので詳しい説明は省略する。
【００８２】
　ヒーティングラインＨＬは、ゲートラインＧＬと平行となるように形成される。ヒーテ
ィングラインＨＬは、熱源供給部２４０からの電源の提供によって熱を発生する。本実施
形態において、ヒーティングラインＨＬは、ゲートラインＧＬを形成する時に同時に形成
されてもよい。即ち、ヒーティングラインＨＬとゲートラインＧＬは、同じ金属パターン
で形成される。
【００８３】
　以上、説明したように、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導するヒーティン
グラインを、座屈現象が発生する領域に対応するようにゲートラインと平行となるように
形成することによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温度を上昇させて液
晶層の屈折率差を減少させる。これに伴い、座屈現象によって液晶層のセルギャップが増
加しても液晶層の屈折率差が減少するので、イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）
のような表示不良を防いで表示特性を向上させることができる。
【００８４】
　図１３は、本発明の第３の実施形態に係る湾曲液晶表示装置３００を概略的に説明する
ための平面図である。図１４は、図１３に示した単位画素を説明するための平面図である
。図１５は、図１４の単位画素をＩＩＩ－ＩＩＩ’に沿って切断した断面図である。特に
、ヒーティングラインがデータライン及びゲートラインと平行となるように形成される例
を図示する。
【００８５】
　図１３を参照すると、本発明の第３の実施形態に係る湾曲液晶表示装置３００は、湾曲
液晶表示パネル３１０、データ駆動部３２０、ゲート駆動部３３０、第１熱源供給部３４
２、及び第２熱源供給部３４４を含む。
【００８６】
　湾曲液晶表示パネル３１０は、複数の単位画素、そして単位画素に隣接するように形成
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された水平ヒーティングラインＨＨＬ及び垂直ヒーティングラインＶＨＬを含む。図１３
において、４５度右上がりハッチングの単位画素はレッドカラーを示し、４５度左上がり
ハッチングの単位画素はグリーンカラーを示し、水平ハッチングの単位画素はブルーカラ
ーを示す。
【００８７】
　水平ヒーティングラインＨＨＬは、Ｘ軸方向に延びてＹ軸方向に配列される。垂直ヒー
ティングラインＶＨＬはＹ軸方向に延びてＸ軸方向に配列される。本実施形態において、
水平ヒーティングラインＨＨＬ及び垂直ヒーティングラインＶＨＬは、湾曲液晶表示パネ
ル３１０に均一間隔で形成される場合を図示しているが、部分的に形成されてもよい。即
ち、湾曲液晶表示パネル３１０は、上部基板と下部基板とが結合されて湾曲される時、座
屈（Ｂｕｃｋｌｉｎｇ）現象が発生する領域に対応するように水平及び垂直ヒーティング
ラインＨＨＬ、ＶＨＬは形成されてもよい。この時、水平及び垂直ヒーティングラインＨ
ＨＬ、ＶＨＬは、下部基板に形成されてもよい。
【００８８】
　データ駆動部３２０は、画像表示のために湾曲液晶表示パネル３１０の単位画素にデー
タ信号を出力する。
【００８９】
　ゲート駆動部３３０は、湾曲液晶表示パネル３１０の単位画素に備わるスイッチング素
子をアクティブさせるゲート信号を出力する。
【００９０】
　第１熱源供給部３４２は、湾曲液晶表示パネル３１０に形成された水平ヒーティングラ
インＨＨＬから熱が発生するように水平ヒーティングラインＨＨＬに電源を供給する。
【００９１】
　第２熱源供給部３４４は、湾曲液晶表示パネル３１０に形成された垂直ヒーティングラ
インＶＨＬから熱が発生するように垂直ヒーティングラインＶＨＬに電源を供給する。
【００９２】
　図１４及び図１５を参照すると、湾曲液晶表示パネル３１０の下部基板は、複数のゲー
トラインＧＬ、ゲートラインＧＬと交差する複数のデータラインＤＬ、ゲートラインＧＬ
及びデータラインＤＬに接続された複数のスイッチング素子ＳＷ、スイッチング素子ＳＷ
に接続された画素電極ＰＥ、ゲートラインＧＬと平行となるように形成された複数の水平
ヒーティングラインＨＨＬ、及びデータラインＤＬと平行となるように形成された複数の
垂直ヒーティングラインＶＨＬを含む。水平ヒーティングラインＨＨＬは、ゲートライン
ＧＬと一定間隔だけ離され、垂直ヒーティングラインＶＨＬはデータラインＤＬと一定間
隔だけ離される。
【００９３】
　ゲートラインＧＬ、データラインＤＬ、スイッチング素子ＳＷ、及び画素電極ＰＥは、
図８及び図９において説明したので、詳しい説明は省略する。
【００９４】
　水平ヒーティングラインＨＨＬは、ゲートラインＧＬと平行となるように形成される。
水平ヒーティングラインＨＨＬは、熱源供給部３４０からの電源の提供によって熱を発生
する。本実施形態において、水平ヒーティングラインＨＨＬは、ゲートラインＧＬを形成
する時、同時に形成されてもよい。即ち、水平ヒーティングラインＨＨＬとゲートライン
ＧＬは、同じ金属パターンで形成される。
【００９５】
　垂直ヒーティングラインＶＨＬはデータラインＤＬと平行となるように形成される。垂
直ヒーティングラインＶＨＬは、熱源供給部３４０からの電源の提供によって熱を発生す
る。本実施形態において、垂直ヒーティングラインＶＨＬは、データラインＤＬを形成す
る時、同時に形成されてもよい。即ち、水平ヒーティングラインＶＨＬとデータラインＤ
Ｌは同じ金属パターンで形成される。
【００９６】
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　以上、説明したように、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導するヒーティン
グラインを、座屈現象が発生する領域に対応するようにゲートライン及びデータラインと
平行となるように形成することによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温
度を上昇させて液晶層の屈折率差を減少させる。これに伴い、座屈現象によって液晶層の
セルギャップが増加しても液晶層の屈折率差が減少するので、イエローウィッシュ（ｙｅ
ｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良を防いで表示特性を向上させることができる。
【００９７】
　図１６は、本発明の第４の実施形態に係る湾曲液晶表示装置４００を概略的に説明する
ための平面図である。図１７は、図１６に示した単位画素を説明するための平面図である
。図１８は、図１７の単位画素をＩＶ－ＩＶ’に沿って切断した断面図である。特に、ヒ
ーティングラインがゲートラインと重畳して形成される例を図示する。
【００９８】
　図１６を参照すると、本発明の第４の実施形態に係る湾曲液晶表示装置４００は、湾曲
液晶表示パネル４１０、データ駆動部４２０、ゲート駆動部４３０、及び熱源供給部４４
０を含む。
【００９９】
　湾曲液晶表示パネル４１０は、複数の単位画素、そして単位画素に隣接するように形成
されたヒーティングラインＨＬを含む。図１６において、４５度右上がりハッチングの単
位画素はレッドカラーを示し、４５度左上がりハッチングの単位画素はグリーンカラーを
示し、水平ハッチングの単位画素はブルーカラーを示す
【０１００】
　ヒーティングラインＨＬは、Ｘ軸方向に延びてＹ軸方向に配列される。本実施形態にお
いて、ヒーティングラインＨＬは湾曲液晶表示パネル４１０に均一間隔で形成される場合
を示しているが、部分的に形成されてもよい。即ち、湾曲液晶表示パネル４１０は、上部
基板と下部基板とが結合されて湾曲される時、座屈（Ｂｕｃｋｌｉｎｇ）現象が発生する
領域に対応するようにヒーティングラインＨＬは形成されてもよい。この時、ヒーティン
グラインＨＬは、下部基板に形成されてもよい。
【０１０１】
　データ駆動部４２０は、画像表示のために湾曲液晶表示パネル４１０の単位画素にデー
タ信号を出力する。
【０１０２】
　ゲート駆動部４３０は、湾曲液晶表示パネル４１０の単位画素に備わるスイッチング素
子をアクティブさせるゲート信号を出力する。
【０１０３】
　熱源供給部４４０は、湾曲液晶表示パネル４１０に形成されたヒーティングラインＨＬ
から熱が発生するようにヒーティングラインＨＬに電源を供給する。
【０１０４】
　図１７及び図１８を参照すると、湾曲液晶表示パネル４１０の下部基板は、複数のゲー
トラインＧＬ、ゲートラインＧＬと交差する複数のデータラインＤＬ、ゲートラインＧＬ
及びデータラインＤＬに接続された複数のスイッチング素子ＳＷ、スイッチング素子ＳＷ
に接続された画素電極ＰＥ、ゲートラインＧＬと重畳して形成された複数のヒーティング
ラインＨＬを含む。
【０１０５】
　ゲートラインＧＬは、Ｘ軸方向に伸張してＹ軸方向に配列される。ゲートラインＧＬは
ゲート駆動部４３０で出力されるゲート信号をスイッチング素子ＳＷに提供してスイッチ
ング素子ＳＷをターンオンさせる。ゲートラインＧＬは、アルミニウム（Ａｌ）、モリブ
デン（Ｍｏ）、クロム（Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）、タングステン（Ｗ
）、銅（Ｃｕ）、銀（Ａｇ）などから形成されてもよい。
【０１０６】
　データラインＤＬは、Ｙ軸方向に伸張してＸ軸方向に配列される。データラインＤＬは
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、データ駆動部４２０において出力されるデータ信号をスイッチング素子ＳＷに提供する
。この時、スイッチング素子ＳＷがターンオンなっているならば、データ信号は画素電極
ＰＥに伝えられる。データラインＤＬはアルミニウム（Ａｌ）、モリブデン（Ｍｏ）、ク
ロム（Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）、タングステン（Ｗ）、銅（Ｃｕ）、
銀（Ａｇ）などから形成されてもよい。
【０１０７】
　スイッチング素子ＳＷは、ゲート電極ＧＥ、活性層ＡＰ、ソース電極ＳＥ及びドレイン
電極ＤＥを含み、ゲートラインＧＬ及びデータラインＤＬに接続される。本実施形態にお
いて、スイッチＳＷは薄膜トランジスタＴＦＴであってもよい。本実施形態において、ス
イッチＳＷはバータームゲート構造を有する薄膜トランジスタを図示しているが、これに
限定されるのではない。例えば、スイッチＳＷは、トップゲート構造を有する薄膜トラン
ジスタで具現化されてもよい。
【０１０８】
　ゲート電極ＧＥは、金属またはドーピングされたポリシリコンを蒸着した後、マスクを
利用した写真及びエッチング工程でパターニングして形成されてもよい。
【０１０９】
　活性層ＡＰは、アモルファスシリコンやポリシリコンで形成されてもよい。アモルファ
スシリコンは、蒸着後レーザーなどで結晶化されると、ポリシリコンで形成される。
【０１１０】
　ゲート電極ＧＥ及びゲートラインＧＬ上には、ゲート絶縁層ＧＩＬが形成される。ゲー
ト絶縁層はシリコン酸化膜（ＳｉＯ２）、シリコン窒化膜（ＳｉＮ）、または、これらの
積層構造で形成される。
【０１１１】
　画素電極ＰＥは、アクリル、ポリイミドなどの有機物から構成された有機膜ＯＬに形成
されたコンタクトホールＣＮＴを介してスイッチング素子ＳＷのドレイン電極ＤＥに電気
的に接続され、スイッチング素子ＳＷに提供されるデータ信号を受信する。画素電極ＰＥ
は、ＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　
ｏｘｉｄｅ）などのように透明な導電物を蒸着した後、マスクを利用した写真及びエッチ
ング工程でパターニングして形成される。
【０１１２】
　ヒーティングラインＨＬは、有機膜ＯＬ上にゲートラインＧＬと重畳して形成される。
ヒーティングラインＨＬは、熱源供給部４４０からの電源の提供によって、熱を発生する
。本実施形態において、ヒーティングラインＨＬは、画素電極ＰＥを形成する時、同時に
形成される。即ち、ヒーティングラインＨＬと画素電極ＰＥは、同じ金属パターンで形成
されてもよい。一方、ヒーティングラインＨＬとゲートラインＧＬ、または、データライ
ンＤＬのような金属パターンから形成されてもよい。
【０１１３】
　以上で説明された通り、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導するヒーティン
グラインを、座屈現象が発生する領域に対応するようにゲートラインと重畳するように形
成することによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温度を上昇させて液晶
層の屈折率差を減少させる。
【０１１４】
　これに伴い、座屈現象によって液晶層のセルギャップが増加しても液晶層の屈折率差が
減少するので、イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良を防いで表
示特性を向上させることができる。
【０１１５】
　図１９は、本発明の第５の実施形態に係る湾曲液晶表示装置５００を概略的に説明する
ための平面図である。図２０は、図１９に示した単位画素を説明するための平面図である
。図２１は、図２０の単位画素をＶ－Ｖ’に沿って切断した断面図である。特に、ヒーテ
ィングラインがデータライン及びゲートラインと重畳して形成される例を図示する。
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【０１１６】
　図１９を参照すると、本発明の第５の実施形態に係る湾曲液晶表示装置５００は、湾曲
液晶表示パネル５１０、データ駆動部５２０、ゲート駆動部５３０、第１熱源供給部５４
２、及び第２熱源供給部５４４を含む。
【０１１７】
　湾曲液晶表示パネル５１０は、複数の単位画素、そして単位画素に隣接するように形成
された水平ヒーティングラインＨＨＬ及び垂直ヒーティングラインＶＨＬを含む。図１９
において、４５度右上がりハッチングの単位画素はレッドカラーを示し、４５度左上がり
ハッチングの単位画素はグリーンカラーを示し、水平ハッチングの単位画素はブルーカラ
ーを示す。
【０１１８】
　水平ヒーティングラインＨＨＬは、Ｘ軸方向に延びてＹ軸方向に配列される。ヒーティ
ングラインＶＨＬは、Ｙ軸方向に延びてＸ軸方向に配列される。本実施形態においては、
水平ヒーティングラインＨＨＬ及び垂直ヒーティングラインＶＨＬは、湾曲液晶表示パネ
ル５１０に均一間隔で形成される場合を示しているが、部分的に形成されてもよい。即ち
、湾曲液晶表示パネル５１０は、上部基板と下部基板とが結合されて湾曲される時、座屈
（Ｂｕｃｋｌｉｎｇ）現象が発生する領域に対応するように水平及び垂直ヒーティングラ
インＨＨＬ、ＶＨＬは形成されてもよい。この時、水平及び垂直ヒーティングラインＨＨ
Ｌ、ＶＨＬは下部基板に形成されてもよい。
【０１１９】
　データ駆動部５２０は、画像表示のために湾曲液晶表示パネル５１０の単位画素にデー
タ信号を出力する。
【０１２０】
　ゲート駆動部５３０は、湾曲液晶表示パネル５１０の単位画素に備わるスイッチング素
子をアクティブさせるゲート信号を出力する。
【０１２１】
　第１熱源供給部５４２は、湾曲液晶表示パネル５１０に形成された水平ヒーティングラ
インＨＨＬから熱が発生するように水平ヒーティングラインＨＨＬに電源を供給する。
【０１２２】
　第２熱源供給部５４４は、湾曲液晶表示パネル５１０に形成された垂直ヒーティングラ
インＶＨＬから熱が発生するように垂直ヒーティングラインＶＨＬに電源を供給する。
【０１２３】
　図２０及び図２１を参照すると、湾曲液晶表示パネル５１０の下部基板は、複数のゲー
トラインＧＬ、ゲートラインＧＬと交差する複数のデータラインＤＬ、ゲートラインＧＬ
及びデータラインＤＬに接続された複数のスイッチング素子ＳＷ、スイッチング素子ＳＷ
に接続された画素電極ＰＥ、ゲートラインＧＬと重畳して形成された複数の水平ヒーティ
ングラインＨＨＬ、及びデータラインＤＬと重畳して形成された複数の垂直ヒーティング
ラインＶＨＬを含む。
【０１２４】
　ゲートラインＧＬ、データラインＤＬ、スイッチング素子ＳＷ、及び画素電極ＰＥは、
図８及び図９において説明したので詳しい説明は省略する。
【０１２５】
　水平ヒーティングラインＨＨＬは、ゲートラインＧＬと重畳して形成される。水平ヒー
ティングラインＨＨＬは、熱源供給部５４０からの電源の提供によって、熱を発生する。
【０１２６】
　垂直ヒーティングラインＶＨＬは、データラインＤＬと重畳して形成される。垂直ヒー
ティングラインＶＨＬは、熱源供給部５４０からの電源の提供によって、熱を発生する。
【０１２７】
　本実施形態において、水平ヒーティングラインＨＨＬ及び垂直ヒーティングラインＶＨ
Ｌは、有機膜ＯＬ上に形成されてもよい。
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【０１２８】
　以上、説明したように、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導するヒーティン
グラインを、座屈現象が発生する領域に対応するようにゲートライン及びデータラインと
重畳するように形成されることによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温
度を上昇させて液晶層の屈折率差を減少させる。これに伴い、座屈現象によって液晶層の
セルギャップが増加しても液晶層の屈折率差が減少するので、イエローウィッシュ（ｙｅ
ｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良を防いで表示特性を向上させることができる。
【０１２９】
　図２２は、本発明の第６の実施形態に係る湾曲液晶表示装置６００を概略的に説明する
ための平面図である。図２３は、図２２に示した単位画素を説明するための平面図である
。図２４は、図２３の単位画素をＶＩ－ＶＩ’に沿って切断した断面図である。特に、ヒ
ーティングラインがデータラインと平行に画素電極と重畳して形成される例を図示する。
【０１３０】
　図２２を参照すると、本発明の第６の実施形態に係る湾曲液晶表示装置６００は、湾曲
液晶表示パネル６１０、データ駆動部６２０、ゲート駆動部６３０及び熱源供給部６４０
を含む。
【０１３１】
　湾曲液晶表示パネル６１０は、複数の単位画素、そして単位画素に隣接するように形成
されたヒーティングラインＨＬを含む。図２２において、４５度右上がりハッチングの単
位画素はレッドカラーを示し、４５度左上がりハッチングの単位画素はグリーンカラーを
示し、水平ハッチングの単位画素はブルーカラーを示す。
【０１３２】
　ヒーティングラインＨＬは、Ｙ軸方向に延びてＸ軸方向に配列される。本実施形態にお
いては、ヒーティングラインＨＬは湾曲液晶表示パネル６１０に均一間隔で形成される場
合を示しているが、部分的に形成されてもよい。即ち、湾曲液晶表示パネル６１０は、上
部基板と下部基板とが結合されて湾曲される時、座屈（Ｂｕｃｋｌｉｎｇ）現象が発生す
る領域に対応するようにヒーティングラインＨＬは形成されてもよい。この時、ヒーティ
ングラインＨＬは下部基板に形成されてもよい。
【０１３３】
　データ駆動部６２０は、画像表示のために湾曲液晶表示パネル６１０の単位画素にデー
タ信号を出力する。
【０１３４】
　ゲート駆動部６３０は、湾曲液晶表示パネル６１０の単位画素に備わるスイッチング素
子をアクティブさせるゲート信号を出力する。
【０１３５】
　熱源供給部６４０は、湾曲液晶表示パネル６１０に形成されたヒーティングラインＨＬ
から熱が発生するようにヒーティングラインＨＬに電源を供給する。
【０１３６】
　図２３及び図２４を参照すると、湾曲液晶表示パネル６１０の下部基板は、複数のゲー
トラインＧＬ、ゲートラインＧＬと交差する複数のデータラインＤＬ、ゲートラインＧＬ
及びデータラインＤＬに接続された複数のスイッチング素子ＳＷ、スイッチング素子ＳＷ
のそれぞれに接続された複数の画素電極ＰＥ、データラインＤＬと平行となって画素電極
ＰＥと重畳するように形成された複数のヒーティングラインＨＬを含む。
【０１３７】
　ゲートラインＧＬ、データラインＤＬ、スイッチング素子ＳＷ、及び画素電極ＰＥは、
図８及び図９において説明したので詳しい説明は省略する。
【０１３８】
　ヒーティングラインＨＬは、スイッチング素子ＳＷのドレイン電極ＤＥと画素電極ＰＥ
が電気的に接続されたコンタクトホールＣＮＴをカバーするように形成される。ヒーティ
ングラインＨＬは、熱源供給部６４０からの電源の提供によって、熱を発生する。本実施
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形態において、ヒーティングラインＨＬは、画素電極ＰＥを形成した後、形成されてもよ
い。ヒーティングラインＨＬは、アルミニウム（Ａｌ）、モリブデン（Ｍｏ）、クロム（
Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）、タングステン（Ｗ）、銅（Ｃｕ）、銀（Ａ
ｇ）などから形成されてもよい。
【０１３９】
　以上、説明したように、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導するヒーティン
グラインを、座屈現象が発生する領域に対応するようにデータラインと平行となって画素
電極と重畳するように形成することによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層
の温度を上昇させて液晶層の屈折率差を減少させる。これに伴い、座屈現象によって液晶
層のセルギャップが増加しても液晶層の屈折率差が減少するので、イエローウィッシュ（
ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良を防いで表示特性を向上させることができる。
【０１４０】
　図２５は、本発明の第７の実施形態に係る湾曲液晶表示装置７００を概略的に説明する
ための平面図である。図２６は、図１６に示した単位画素を説明するための平面図である
。図２７は、図２６の単位画素をＶＩＩ－ＶＩＩ’に沿って切断した断面図である。特に
、ヒーティングラインがゲートラインと平行となって画素電極と重畳して形成される例を
図示する。
【０１４１】
　図２５を参照すると、本発明の第７の実施形態に係る湾曲液晶表示装置７００は、湾曲
液晶表示パネル７１０、データ駆動部７２０、ゲート駆動部７３０、及び熱源供給部７４
０を含む。
【０１４２】
　湾曲液晶表示パネル７１０は、複数の単位画素、そして単位画素に隣接するように形成
されたヒーティングラインＨＬを含む。図２５において、４５度右上がりハッチングの単
位画素はレッドカラーを示し、４５度左上がりハッチングの単位画素はグリーンカラーを
示し、水平ハッチングの単位画素はブルーカラーを示す。
【０１４３】
　ヒーティングラインＨＬは、Ｘ軸方向に延びてＹ軸方向に配列される。本実施形態にお
いては、ヒーティングラインＨＬは湾曲液晶表示パネル７１０に均一間隔で形成される場
合が示されているが、部分的に形成されてもよい。即ち、湾曲液晶表示パネル７１０は、
上部基板と下部基板とが結合されて湾曲される時、座屈（Ｂｕｃｋｌｉｎｇ）現象が発生
する領域に対応するようにヒーティングラインＨＬは形成されてもよい。この時、ヒーテ
ィングラインＨＬは、下部基板に形成されてもよい。
【０１４４】
　データ駆動部７２０は、画像表示のために湾曲液晶表示パネル７１０の単位画素にデー
タ信号を出力する。
【０１４５】
　ゲート駆動部７３０は、湾曲液晶表示パネル７１０の単位画素に備わるスイッチング素
子をアクティブさせるゲート信号を出力する。
【０１４６】
　熱源供給部７４０は、湾曲液晶表示パネル７１０に形成されたヒーティングラインＨＬ
から熱が発生するようにヒーティングラインＨＬに電源を供給する。
【０１４７】
　図２６及び図２７を参照すると、湾曲液晶表示パネル７１０の下部基板は、複数のゲー
トラインＧＬ、ゲートラインＧＬと交差する複数のデータラインＤＬ、ゲートラインＧＬ
及びデータラインＤＬに接続された複数のスイッチング素子ＳＷ、スイッチング素子ＳＷ
のそれぞれに接続された複数の画素電極ＰＥ、ゲートラインＧＬと平行となって画素電極
ＰＥと重畳するように形成された複数のヒーティングラインＨＬを含む。
【０１４８】
　ゲートラインＧＬ、データラインＤＬ、スイッチング素子ＳＷ及び画素電極ＰＥは、図
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８及び図９において説明したので詳しい説明は省略する。
【０１４９】
　ヒーティングラインＨＬは、スイッチング素子ＳＷのドレイン電極ＤＥと画素電極ＰＥ
が電気的に接続されたコンタクトホールＣＮＴをカバーするように形成される。ヒーティ
ングラインＨＬは、熱源供給部７４０からの電源の提供によって、熱を発生する。本実施
形態において、ヒーティングラインＨＬは、画素電極ＰＥを形成した後、形成されてもよ
い。ヒーティングラインＨＬは、アルミニウム（Ａｌ）、モリブデン（Ｍｏ）、クロム（
Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）、タングステン（Ｗ）、銅（Ｃｕ）、銀（Ａ
ｇ）などから形成されてもよい。
【０１５０】
　以上、説明したように、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導するヒーティン
グラインを、座屈現象が発生する領域に対応するようにゲートラインと平行となって画素
電極と重畳するように形成することによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層
の温度を上昇させて液晶層の屈折率差を減少させる。これに伴い、座屈現象によって液晶
層のセルギャップが増加しても液晶層の屈折率差が減少するので、イエローウィッシュ（
ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良を防止して表示特性を向上させることができる。
【０１５１】
　以上、湾曲液晶表示パネルの下部基板、即ち、アレイ基板にヒーティングラインが形成
されることを示している。しかし、上述したヒーティングラインは湾曲液晶表示パネルの
上部基板、即ち、カラーフィルタ基板に形成されてもよい。
【０１５２】
　図２８は本発明の第８の実施形態に係る湾曲液晶表示パネルの単位画素を説明するため
の平面図である。図２９は、図２８の単位画素をＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ’に沿って切断した
断面図である。特に、ヒーティングラインがブラックマトリックス層と重畳して形成され
る例を示す。
【０１５３】
　図２８及び図２９を参照すると、本発明の第８の実施形態に係る湾曲液晶表示パネルは
下部基板と上部基板を含む。
【０１５４】
　下部基板は複数のゲートラインＧＬ、ゲートラインＧＬと交差する複数のデータライン
ＤＬ、ゲートラインＧＬ及びデータラインＤＬに接続された複数のスイッチング素子ＳＷ
、スイッチング素子ＳＷのそれぞれに接続された複数の画素電極ＰＥを含む。
【０１５５】
　ゲートラインＧＬデータラインＤＬ、スイッチング素子ＳＷ、及び画素電極ＰＥは、図
８及び図９において説明したので詳しい説明は省略する。
【０１５６】
　上部基板は、光学的に透明であって電気的に絶縁された基板上に形成されたブラックマ
トリックス層ＢＭ、ブラックマトリックス層ＢＭによって定義された領域に形成されたカ
ラーフィルタ層ＣＦ、ブラックマトリックス層ＢＭと重複する水平ヒーティングラインＨ
ＨＬ、ブラックマトリックス層ＢＭと重畳するように形成する垂直ヒーティングラインＶ
ＨＬ、水平及び垂直ヒーティングラインＨＨＬ、ＶＨＬとカラーフィルタ層ＣＦを覆う共
通電極層ＣＥを含む。
【０１５７】
　水平ヒーティングラインＨＨＬは、Ｘ軸方向に延びてＹ軸方向に配列されて外部の熱源
供給部（図示せず）からの電源の提供によって、熱を発生する。
【０１５８】
　垂直ヒーティングラインＶＨＬは、Ｙ軸方向に延びてＸ軸方向に配列されて外部の熱源
供給部（図示せず）からの電源の提供によって、熱を発生する。
【０１５９】
　水平及び垂直ヒーティングラインＨＨＬ、ＶＨＬはアルミニウム（Ａｌ）、モリブデン
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（Ｍｏ）、クロム（Ｃｒ）、タンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）、タングステン（Ｗ）、
銅（Ｃｕ）、銀（Ａｇ）などから形成されてもよい。
【０１６０】
　以上、説明したように、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導するヒーティン
グラインを、座屈現象が発生する領域に対応するようにブラックマトリックス層と重畳す
るように形成することによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温度を上昇
させて液晶層の屈折率差を減少させる。これに伴い、座屈現象によって液晶層のセルギャ
ップが増加しても液晶層の屈折率差が減少するので、イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗ
ｉｓｈ）のような表示不良を防止して表示特性を向上させることができる。
【０１６１】
　図３０は、本発明の第９の実施形態に係る湾曲液晶表示装置８００を概略的に説明する
ための背面斜視図である。特に、バックライトユニットの背面に熱源が付着した例を図示
する。
【０１６２】
　図３０を参照すると、本発明の第９の実施形態に係る湾曲液晶表示装置８００は、湾曲
液晶表示パネルＣＬＰ及び湾曲液晶表示パネルＣＬＰの背面に配置されて光を提供するバ
ックライトユニット８１０を含む。
【０１６３】
　バックライトユニット８１０の背面には、タイミングコントローラ８２０、コンバータ
８３０、第１熱源８４０、及び第２熱源８５０が付着される。
【０１６４】
　タイミングコントローラ８２０は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰを駆動するための複数の
チップが実装された印刷回路基板によって構成されてもよい。
【０１６５】
　コンバータ８３０は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰやバックライトユニット８１０で要求
される電源を供給するための複数のチップが実装された印刷回路基板によって構成されて
もよい。
【０１６６】
　第１熱源８４０は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰの湾曲に沿って座屈現象が発生する部位
に対応して、バックライトユニット８１０の背面の一側部に付着される。例えば、第１熱
源８４０は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰの短辺に平行となるように付着されて、熱を発生
する。発生した熱は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰに提供されて液晶層の温度上昇を誘導す
る。
【０１６７】
　第２熱源８５０は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰの湾曲に沿って座屈現象が発生する部位
に対応してバックライトユニットの背面の他方部に付着する。例えば、第２熱源８５０は
湾曲液晶表示パネルＣＬＰの短辺に平行となるように付着されて、熱を発生する。発生し
た熱は湾曲液晶表示パネルＣＬＰに提供されて液晶層の温度上昇を誘導する。
【０１６８】
　第１及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれで発生した熱が湾曲液晶表示パネルＣＬＰ
により良好に到達するようにバックライトユニット８１０の背面には別途の溝をさらに形
成してもよい。例えば、バックライトユニット８１０のボトムシャーシに別途の溝を形成
して第１及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれを収納できる。
【０１６９】
　本実施形態において、第１及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれは、基準膜（プラス
チックまたはグラス）にカーボンナノチューブ（Ｃａｒｂｏｎ　Ｎａｎｏｔｕｂｅ）また
はＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）を薄膜蒸着したフィルムであってもよい
。ここで、カーボンナノチューブまたはＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）は
、電流を流すことのできる導電体である。
【０１７０】
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　一例として、第１及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれは、基準膜上にカーボンナノ
チューブまたはＩＴＯを薄膜蒸着し、薄膜蒸着された面を絶縁できるようにポリマー材質
で覆うことによって製造されるとよい。他の例として、第１及び第２熱源８４０、８５０
のそれぞれは、一方の面をカーボンナノチューブまたはＩＴＯで薄膜蒸着し、他方の面を
ポリマー材質の絶縁体で覆うことによって製造されてもよい。
【０１７１】
　第１及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれにおいて、カーボンナノチューブまたはＩ
ＴＯで薄膜蒸着された面は、液晶層に対向するように位置させることにより、第１及び第
２熱源８４０、８５０は液晶層を加熱することができる。
【０１７２】
　第１及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれの両端には、電極（図示せず）が付着され
てもよい。電極によって第１及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれの両端に電圧差が発
生し、電圧差によって第１及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれに電流が流れる。第１
及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれに電流が流れると熱が発生することになる。
【０１７３】
　一方、第１及び第２熱源８４０、８５０のそれぞれから液晶層に熱を伝達する方法は、
複写、導電、対流などの色々な方法が使われてもよい。
【０１７４】
　第１熱源８４０に近い液晶層の温度は、第１熱源８４０から遠い液晶層の温度より高い
。また、第２熱源８５０に近い液晶層の温度は、第２熱源８５０から遠い液晶層の温度よ
り高い。従って、座屈現象が発生する部位に対応して液晶層のセルギャップが増加しても
該当部位の温度が増加するので、液晶層の屈折率差は減少する。これに伴い、セルギャッ
プが増加する分、屈折率差は減少するので、液晶層の位相差は均一に維持されてイエロー
ウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）が発生することを防止できる。
【０１７５】
　以上、説明したように、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導する熱源を、座
屈現象が発生する領域に対応するようにバックライトユニットの背面に配置することによ
って、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温度を上昇させて液晶層の屈折率差を
減少させる。これに伴い、座屈現象によって液晶層のセルギャップが増加しても液晶層の
屈折率差が減少するので、イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良
を防止して表示特性を向上させることができる。
【０１７６】
　図３１は、本発明の第１０の実施形態に係る湾曲液晶表示装置９００を概略的に説明す
るための背面斜視図である。特に、湾曲液晶表示装置のリアケース（ｒｅａｒ　ｃａｓｅ
）の背面に熱源が形成されている例を図示する。
【０１７７】
　図３１を参照すると、本発明の第１０の実施形態に係る湾曲液晶表示装置９００は、湾
曲液晶表示パネルＣＬＰ、湾曲液晶表示パネルＣＬＰの背面に配置されて光を提供するバ
ックライトユニット９１０及び湾曲液晶表示パネルＣＬＰ及びバックライトユニット９１
０を収納するリアケース９１２を含む。図示していないが、湾曲液晶表示装置９００はフ
ロントケースをさらに含んでもよい。フロントケースは、リアケース９１２と締結されて
湾曲液晶表示パネルＣＬＰ及びバックライトユニット９１０を収納する。
【０１７８】
　リアケース９１２の背面には、タイミングコントローラ９２０、コンバータ９３０、第
１熱源９４０、第２熱源９５０、Ａ／Ｄコンバータ９６０及びスイッチモードパワー供給
装置（Ｓｗｉｔｃｈ－Ｍｏｄｅ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｕｐｐｌｙ；ＳＭＰＳ）９７０が付着さ
れる。
【０１７９】
　タイミングコントローラ９２０は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰを駆動するための複数の
チップが実装された印刷回路基板によって構成されてもよい。
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【０１８０】
　コンバータ９３０は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰやバックライトユニット９１０で要求
される電源を供給するための複数のチップが実装された印刷回路基板によって構成できる
。
【０１８１】
　Ａ／Ｄコンバータ９６０は、外部から提供されるアナログ画像信号をデジタル画像デー
タに変換することができる。
【０１８２】
　スイッチモードパワー供給装置９７０は、第１及び第２熱源９４０、９５０において必
要とする電源を第１及び第２熱源９４０、９５０に提供することができる。スイッチモー
ドパワー供給装置９７０は、常用電源の入力を受け、入力を受けた常用電源を所定の大き
さの電源に変換させて第１及び第２熱源９４０、９５０に供給することができる。スイッ
チモードパワー供給装置９７０は、常用電源を１.８Ｖ、３Ｖ、５Ｖなどの多様な大きさ
の電源に変換させることができる。ここで、１.８Ｖの電源というのは、実効値が１.８ｖ
の交流電源を意味する。
【０１８３】
　第１熱源９４０は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰの湾曲に沿って座屈現象が発生する部位
に対応してバックライトユニット９１０の背面の一側部に付着される。例えば、第１熱源
９４０は湾曲液晶表示パネルＣＬＰの短辺に平行となるように付着されて、熱を発生する
。発生した熱は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰに提供されて液晶層の温度上昇を誘導する。
【０１８４】
　第２熱源９５０は、湾曲液晶表示パネルＣＬＰの湾曲により座屈現象が発生する部位に
対応してバックライトユニットの背面の他方の側部に付着される。例えば、第２熱源９５
０は湾曲液晶表示パネルＣＬＰの短辺に平行となるように付着されて、熱を発生する。発
生した熱は湾曲液晶表示パネルＣＬＰに提供されて液晶層の温度上昇を誘導する。
【０１８５】
　第１及び第２熱源９４０、９５０のそれぞれから発生した熱が湾曲液晶表示パネルＣＬ
Ｐにより良好に到達できるようにリアケース９１２の背面には別途の溝をさらに形成して
もよい。
【０１８６】
　第１熱源９４０に近い液晶層の温度は、第１熱源９４０から遠い液晶層の温度より高い
。また、第２熱源９５０に近い液晶層の温度は、第２熱源９５０から遠い液晶層の温度よ
り高い。従って、座屈現象が発生する部位に対応して液晶層のセルギャップが増加しても
該当部位の温度が増加するので、液晶層の屈折率差は減少する。これに伴い、セルギャッ
プが増加する分、屈折率差は減少するので、液晶層の位相差は均一に維持されてイエロー
ウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）が発生することを防止できる。
【０１８７】
　以上、説明したように、本実施形態によると、液晶層の温度上昇を誘導する熱源を、座
屈現象が発生する領域に対応するように湾曲液晶表示装置のリアケースの背面に配置され
ることによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温度を上昇させて液晶層の
屈折率差を減少させる。これに伴い、座屈現象によって液晶層のセルギャップが増加して
も液晶層の屈折率差が減少するので、イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のよう
な表示不良を防止して表示特性を向上させることができる。
【０１８８】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる実施形態に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を
有する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変
更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の
技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
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【０１８９】
　以上、説明したように、本発明によると、液晶層の温度上昇を誘導するヒーティングラ
インを、座屈現象が発生する領域に対応するように湾曲液晶表示パネル内部に形成するこ
とによって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温度を上昇させて液晶層の屈折
率差を減少させる。
【０１９０】
　また、液晶層の温度上昇を誘導する熱源を、座屈現象が発生する領域に対応するように
バックライトユニットの背面または湾曲液晶表示装置のリアケースの背面に付着すること
によって、座屈現象が発生する領域に対応する液晶層の温度を上昇させて液晶層の屈折率
差を減少させる。
【０１９１】
　これに伴い、座屈現象によって液晶層のセルギャップが増加しても液晶層の屈折率差が
減少するので、イエローウィッシュ（ｙｅｌｌｏｗｉｓｈ）のような表示不良を防止して
表示特性を向上させることができる。また、液晶層の温度を増加させることによって液晶
の応答速度を高めることができる。
【符号の説明】
【０１９２】
　１０                    タイミング制御部
　ＤＬ                    データライン
　ＧＬ                    ゲートライン
　ＳＷ                    スイッチング素子
　ＣＬＣ                         液晶キャパシタ
　ＣＳＴ                         ストレージキャパシタ
　ＨＬ、ＨＨＬ、ＶＨＬ           ヒーティングライン
　ＢＭ                    ブラックマトリックス層
　５０、１００、２００、３００、４００、５００、６００、７００、８００、９００  
湾曲液晶表示装置
　１１０、２１０、３１０、４１０、５１０、６１０、７１０、ＣＬＰ  湾曲液晶表示パ
ネル
　２０、１２０、２２０、３２０、４２０、５２０、６２０、７２０    データ駆動部
　３０、１３０、２３０、３３０、４３０、５３０、６３０、７３０    ゲート駆動部
　４０、１４０、２４０、３４２、３４４、４４０、５４０、５４２、５４４、６４０、
７４０熱源供給部
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种弯曲的液晶显示板，其具有通过防止诸如
yellowishish之类的显示缺陷而改善的显示特性。 弯曲液晶显示面板包括
上基板，下基板，液晶层和加热线。上基板具有弯曲形状。下基板具有
弯曲形状。液晶层设置在上基板和下基板之间。加热线形成在上基板和
下基板中的一个中。因此，通过形成用于引起弯曲液晶显示板上的液晶
层的温度升高的加热线，可以减小液晶层的折射率差异，以防止诸如
yellowishish的显示缺陷，可以改进。 点域1
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